
 

   

 

藤沢町住民自治協議会では８月５日（土）午後１時３０分から、藤沢市

民センター視聴覚室で、第３回住民ワークショップを開催しました。この

事業は岩手県立大学との地域協働研究として昨年度から取り組んでいる事

業です。 

すでに開催された第１回のワークショップでは、「藤沢の地域資源（人・

モノ・活動・事業）を探し出そう」をテーに、参加者からたくさんの地域

資源を提案して頂きました。第２回では、「地域の宝を地域づくりに“つな

ぎ”“活かす”」をテーマに、個々の社会資源を結びつけていくと、新しい

活動や事業に発展することを確認しながら話し合い、その青写真（仮説）

を作ってみました。 

 第３回では、「地域活動を計画する～２回のワークショップを踏まえて～」をテーマに、前回まで出された事

柄を「復活・料理教室を生かした世代間交流」「蛍の里づくりを通した世代間交流」「野焼まつりを PR する」「巧

みに学ぶ・お茶っこサロン」の４つのテーマで、今後の３年間を見据えた活動計画を作成してみました。 

 佐藤哲郎准教授は講評の中で、「ぜひ実行ベースに移していただき、これまでの

活動に加えて、新たなエッセンスを加えた活動を展開していけば、これまでとは

違った『藤沢の地域づくり』になっていくと思います」と話されました。 

また、会長は「次年度から策定される地域づくり計画に活かしていきたい」と

話しました。 

 

 

 

 

 第 72 回生活物資リサイクル集団回収事業は、7 月 23 日（日）の八沢地区で終了しました。天候にも恵まれ

順調に作業が行われました。 

 藤沢町内で回収された資源物の総重量は、下記のとおりとなりましたのでお知らせします。 

 今年度 3 回目の集団回収事業は、10 月を予定しておりますのでご協力をお願いします。 

 金属類 古紙類 ビン類 

藤沢地区 525kg 11,095kg 466 本 

黄海地区 343kg 11,010kg 904 本 

保呂羽・大籠地区 680kg 9,190kg 479 本 

八沢地区 555kg 7,563kg 534 本 

合 計 2,103kg 38,858kg 2,383 本 
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第 3 回住民ワークショップを開催 

第 72回生活物資リサイクル集団回収事業 結果まとまる 

第３回ワークショップの様子 

右：挨拶をする千田会長 

mailto:fuji@dontokoi-f.com


  

 8 月を迎え、藤沢地域では藤沢運動広場を会場に 12 日・13 日の「第４２回藤沢野焼まつり」をはじめとし

て、「夏祭り」や「盆踊り大会」、「5 区川まつり」など、いろいろな行事が行われます。 

地域の行事に家族そろって参加してはいかがですか。何か新しい地域の発見があるかもしれません。 

 

 

 一関市市民憲章推進協議会主催の「平成２９年度花いっぱいコンクール藤沢地域審査」が８月８日（火）に行

われました。各地区から推薦された、地域の部、個人の部、フラワーロードの部の３部門で、「花壇」並びに「フ

ラワーロード」について４人の審査員が慎重に審査を行いました。審査の結果は下記のとおりとなりました。 

（敬称略） 

 地域の部（花 壇） 地域の部（フラワーロード） 個人の部（花 壇） 

最優秀賞 第 3 区自治会 第 13 区自治会 佐 藤 とき子 

優 秀 賞  第 13 区自治会 曲田自治会  

奨 励 賞  

鬼田・河吉地区保全管理委員会 

第 31 区自治会 

二日町自治会 

七日町自治会 

第 8 区自治会 

第 43 区自治会 

熊 谷 衣 子 

星  いせ子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 藤沢町住民自治協議会では、7 月 27 日・28 日に長野県松本市の「寿地区地

域づくり協議会」に視察研修に行きました。岩手県立大学との地域協働研究の一

環として「住民主体の地域づくり（ワークショップを通した地域づくりや事業を

展開）」の先進地視察として行いました。松本市は「健康寿命延伸都市・松本」

の創造を目指しています。 

 到着した日には、松本地区の「地域ケア会議」のワークショップが行われてお

り、実際にグループの中に入り、話し合いの様子を体験することができました。 

 ワークショップの中では活発な意見交換が行われ、大変参考になったと参加した役員も話していました。寿地

区ではこのワークショップで話し合われた内容をまとめ、精査し、協議会の日頃の活動や計画に活かしていると

のことでした。 

 その後意見交換会で、お互いの団体の紹介や課題などを話し合いました。寿地

区の会長から、高齢化の波は松本市内でも山間地域から広がってきているので、

ひとごとではないと話していました。 

 今後とも情報交換を進めていこうと話し合いました。 

地区や自治会で、お盆のイベントが開催されます！ 

一関市花いっぱいコンクール 藤沢地域審査終る 

 

長野県松本市寿地区地域づくり協議会へ視察研修 

ワークに参加する千田会長 

右：意見交換の様子 

地域花壇の部 最優秀賞 

第 3 区自治会 

フラワーロードの部 最優秀賞 

第１３区自治会 

個人花壇の部 最優秀賞 

佐藤 とき子 


